
事業の種類（日本標準産業分類）

事業場の名称(建設業にあつては工事名を併記のこと。)

カ

ナ

漢

字
　

　

工

事

名
　

　

郵 便 番 号 労 働 者 数 発 生 日 時 (時間は24時間表記とすること。)

被 災 労 働 者 の 氏 名 (姓と名の間は1文字空けること。) 生 年 月 日 　 性 別

カ
ナ

漢
字

経験

期間

休業見込期間又は死亡日時(死亡の場合は死亡欄に○) 傷　　病　　名 傷　病　部　位 被災地の所在地（住所）

報告書作成者

職 氏 名

8 1 0 0 1

労働者死傷病報告

→

元号 年 月 日

電話       (　　　)

年　　　　月　　　　日

　　　　　　労働基準監督署長殿

事業者職氏名
受　付　印

元号 年 月 日

災害発生状況及び原因（次の項目に関して詳細に記入すること。）

休業
見込

事業場の所在地（住所）

職　種（日本標準職業分類）
→

死亡日時

( 　)歳

男 女

時 分

構内下請事業の場合は親事業場の名称、
建設業の場合は元方事業場の名称　　　

略図(発生時の状況を図示すること。)

職
員
記
入
欄

起 因 物 店社コード

事故の型 業務上疾病
自由設定項目

1:該当

2:非該当

(1) (2) (3)

いずれかに○

いずれかに○

－ 人

月 週 日

死亡

月年

提出事
業者の
区分

派遣先 派遣元

職員記入欄
派遣先の事業の
労働保険番号

－

都道府県 管轄 基 幹 番 号 枝番号 被一括事業場番号

派遣労働者が被災した場合
は、派遣先の事業場の名称

派遣先 派遣元

派遣労働者が被災した場合は、派遣先の事業場の郵便番号

9：令和

国籍・地域

在留資格

①どのような場所

で(被災時の作業場

所)

②どのような作業

をしているときに

(作業者の作業行

動を含む)
③どのような物(機

械、化学物質等)ま

たは環境に(起因物

及び加害物)
④上記②又は③に

どのような不安全

な又は有害な状態

があったか
⑤どのような災害

が発生したか（事故

の型、傷病の部位、

傷病名等）

事業の種類は、日本標準産業分類（令和５年７月告示）にお

ける細分類項目の分類番号４桁を入力してください。
https://www.soumu.go.jp/main_content/000890407.pdf

職種は、日本標準職業分類（平成21年12月告示）における小

分類項目の分類番号３桁を入力してください。
https://www.soumu.go.jp/main_content/000394337.pdf

国籍・地域コードは、別表３を参照し

て３桁の英数字を入力してください。

在留資格コードは、別表４を参照し

て２桁の数値を入力してください。
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 在留資格コード

（労働者が外国人である場合のみ記入すること）

国籍・地域コード

SMUBC
テキスト ボックス
１

SMUBC
テキスト ボックス
２



別表３ （１／２）

中国（香港等を含む）

韓国

フィリピン

ベトナム

インド

イスラエル

コロンビア

バングラデシュ

パキスタン

スリランカ

ネパール

モンゴル

イラン

トルコ

台湾

タイ

インドネシア

マレーシア

ミャンマー

カンボジア

ラオス

シンガポール

A01

A02

B01

B03

C01

C09

E05

D01

D02

E01

E02

E03

E04

E06

E07

E08

F01

F02

F03

B02

B04

B05

B06

B07

B08

B09

B10

C02

C03

C04

C05

C06

C07

C08

C10

コード 国籍・地域

A03

ブルネイ

パレスチナ

アメリカ

カナダ

ブラジル

ペルー

ボリビア

アルゼンチン

パラグアイ

メキシコ

チリ

イギリス

フランス

ロシア
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SMUBC
テキスト ボックス
１



別表３ （２／２）

ドイツ

ルーマニア

F04

F05

F07

F08

F06

F10

F11

F12

F09

F13

F15

F16

F17

F18

ポーランド

ノルウェー

ベルギー

ハンガリー

チェコ

F14 デンマーク

G01

G04

G05

G99

ガーナ

オーストラリア

ニュージーランド

その他

G02

G03

ナイジェリア

エジプト

ウクライナ

スペイン

スウェーデン

オランダ

スイス

イタリア

アイルランド

コード 国籍・地域
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SMUBC
テキスト ボックス
１



別表4 （１／２）

45

71

72

73

介護

特定技能１号（介護）

特定技能１号（ビルクリーニング）

特定技能１号（素形材産業）

03

04

05

74 特定技能１号（産業機械製造業）

特定技能１号（建設）

75 特定技能１号（電気・電子情報関連産業）

77 特定技能１号（造船・舶用工業）

78 特定技能１号（自動車整備）

79 特定技能１号（航空）

80 特定技能１号（宿泊）

技術・人文知識・国際業務

高度専門職１号

26

76

短期滞在

研修

家族滞在

永住者

永住者の配偶者等

定住者

宗教

報道

経営・管理

医療

教育

企業内転勤

興行

技能実習

文化活動

28

29

35

39

07

09

12

13

15

16

17

20

21

高度専門職２号40

教授

芸術

法律・会計業務

研究

コード 在留資格

14

18

01

02

06

08

日本人の配偶者等27

技能

留学
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SMUBC
テキスト ボックス
２



別表4 （２／２）

32 特定活動（高度専門・技術活動）

33 特定活動（高度経営・管理活動）

34

25

30 不明

99 その他（いわゆる不法就労を含む）

特定活動（高度人材の就労配偶者）

特定活動（その他）

特定技能１号（漁業）

特定技能１号（飲食料品製造業）

特定技能１号（外食業）

コード 在留資格

特定技能２号（建設）

特定技能２号（造船・舶用工業）

81 特定技能１号（農業）

特定活動（日系４世）

特定活動（高度学術研究活動）

82

83

84

85

86

23

24

特定活動（ワーキングホリデー）

特定活動（ＥＰＡ）

38 特定活動（外国人調理師）

36

37

41

42

43

44

46

47

31

特定活動（建設分野）

特定活動（造船分野）

特定活動（ハラール牛肉生産）

特定活動（製造分野）

特定活動（家事支援）

特定活動（就職活動）

特定活動（農業）
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SMUBC
テキスト ボックス
２




